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夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

永原 譲二 大任町長

永
原
町
長
施
政
方
針
を
表
明

O
TO

 TO
W

N

こ
ち
ら
町
長
室
×
施
政
方
針

謙
虚
に
有
言
実
行
の

ま
ち
づ
く
り

　

平
成
30
年
度
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
き
、
歳
入
の
多

く
を
地
方
交
付
税
や
補
助
金
、
交
付

金
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

永
原
町
長
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
知

恵
を
絞
り
、
関
係
機
関
と
の
交
渉
な

ど
を
重
ね
た
結
果
、
大
任
町
が
推
進

し
た
数
々
の
施
策
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
を
振
り
返
る

　

田
川
市
郡
１
市
7
カ
町
村
で
平
成

大
任
町
給
付
型
奨
学
金
制
度

29
年
度
か
ら
開
始
し
た
給
付
型
奨
学

金
制
度（
選
考
さ
れ
た
奨
学
生
に
は
返

還
の
必
要
が
な
い
奨
学
金
を
給
付
す

る
制
度
）は
、
新
入
学
生
を
対
象
と
し

て
い
て
、
在
学
中
の
学
生
は
対
象
外
で

し
た
。
そ
こ
で
、
町
独
自
の
制
度
と
し

て
、
現
在
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど

に
通
学
し
て
い
る
在
学
生
に
も
、
奨
学

金
を
申
請
で
き
る
制
度
を
平
成
30
年

度
よ
り
新
た
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

選
考
基
準
は
、
成
績
が
優
秀
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理

由
で
就
学
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
学

生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
末
時
点
で
、
新
入
学

生
と
在
学
生
合
わ
せ
て
、
14
人
の
奨

学
生
が
決
定
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

近
年
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に

よ
り
、
町
内
で
も
道
路
の
冠
水
や
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
で
は
防
災
・
減
災
の
強
化
を
図
る

防
災
対
策
の
強
化

た
め
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
、
梅

田
地
区
の
柿
原
堰せ
き

に「
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
」を
昨
年
９
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の「
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
」は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
経
由
し
て
、
役
場
庁
舎

内
で
彦
山
川
の
水
位
の
状
況
や
氾
濫

を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
情
報
共
有
化
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
、
彦
山
川
だ
け
で
な
く
、
遠
賀
川

全
域
の
河
川
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
予
想
の
で
き
な
い
災
害
に
対
し
、

町
内
の
小
売
店
２
社
と
災
害
時
の
円

滑
な
救
援
物
資
調
達
の
た
め
の
協
定

を
昨
年
12
月
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
町
で
は
、
防
災
対
策

の
強
化
を
図
り
、
町
民
の
方
々
が
安

全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
治
体
、
協
力
隊
、
地
域
の
３
者
が

連
携
し「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
な
ぐ
」と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
３
人
の「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」が
昨
年
５
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
県
内
外
か
ら
大
任
町
に
移
住

地
域
お
こ
し
協
力
隊

援
事
業
と
し
て
、
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
ま
で
の「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
」を
す
で
に
今
年
４
月
１
日
か
ら

始
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
多
く
の
お
金
が
か

か
り
ま
す
が「
町
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
お
金
を
使
う
」と

い
う
永
原
町
長
の
方
針
の
も
と
で
、

現
在
、「
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
」

か
ら
の
収
益
な
ど
を
使
い
、
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
保
護
者
の
方
か
ら
要
望

を
受
け
た「
一
時
預
か
り
の
実
施
」

「
保
育
士
の
増
員
」に
関
し
て
も
、
早

期
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
任
町
浄
水
場
は
、
施
設
が
作
ら

れ
て
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
て
い

て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
施
設
や
ポ
ン
プ
を
新
し
く

し
、
各
家
庭
に
安
定
し
た
水
を
供
給

す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
施
設
の
改
修
工
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
任
町
浄
水
場
改
修
工
事

さ
ら
な
る「
新
し
い
大
任
の

ま
ち
づ
く
り
」に
挑
む

　

町
で
は
、
目
標
の
一
つ
と
し
て
子
育

て
環
境
の
充
実
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
新
た
な
子
育
て
支

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　

町
民
の
方
々
か
ら
強
い
要
望
を
受
け

実
現
し
た「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事

業
」は
、
昨
年
12
月
に
整
備
を
終
え
、
今

年
１
月
か
ら
町
内
全
域
を
対
象
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
町
内
全

域
の
情
報
通
信
網
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
小
中
学
校
で
推
進
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
学
習
な
ど
、
教
育
環

境
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

し
、
着
任
し
ま
し
た
。
現
在
、
隊
員
た

ち
は
熱
意
と
経
験
、
行
動
力
な
ど
を
生

か
し
、
㈱
お
お
と
う
ニ
ン
ニ
ク
食
品
を

軸
と
し
て
、
地
域
産
品
の
開
発
や
耕
作

放
棄
地
の
再
生
、
地
域
資
源
の
発
掘
や

情
報
発
信
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
う
の
か
、町
の
進
む
べ
き
指
針
を
示
す
の
が
施
政
方
針
で
す
。
昨
年
度
は
、

当
初
に
掲
げ
て
い
た
多
く
の
施
策
を
実
現
し
、町
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。

今
年
度
の
施
策
も
３
月
に
行
わ
れ
た
大
任
町
定
例
会
で
、
永
原
譲
二
町
長
が
発

表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
主
要
施
策
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

実
現
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満
開
の
桜
街
道
を
２
千
人
以
上
の

ラ
ン
ナ
ー
が
快
走

　

桜
街
道
の
桜
が
満
開
に
な
っ
た
３
月
31

日
、「
第
29
回 

花
と
し
じ
み
の
里 

お
お
と

う
マ
ラ
ソ
ン
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー

ル
に
は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
そ
の
家
族
な
ど
町
内

外
か
ら
４
千
人
以
上
が
集
結
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
、
大
任
町
商
工
会
女
性
部
が
結
成

し
た「
Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ 

Ｏ
Ｔ
Ｏ
姫
」

が
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
浦
野
幸
治
副
町
長
が
参

加
者
に
対
し
、
大
任
町
を
代
表
し
て
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
任
小
学

校
６
年
生
の
平
本
美
羽
さ
ん
、
東
田
和
士
さ

ん
、
早
川
湊
太
さ
ん
の
３
人
が
堂
々
と
選
手

宣
誓
。
最
後
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
、

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
は
２
千
１
８
６
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
。
２
キ
ロ
の
部
、
５
キ
ロ
の
部
、

10
キ
ロ
の
部
の
順
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
全
力
で
走
る
人
も

い
れ
ば
、
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の

ペ
ー
ス
で
走
る
人
、
子
ど
も
と
手
を
つ
な
い

で
走
る
人
な
ど
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
で
満
開
の
桜
に
包
ま
れ
な
が

ら
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ー
ス
沿
い
に
は
、
桜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
は
じ
め
、
芝
桜
や
菜
の
花
な
ど
、
色
と

り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

走
る
か
ら
こ
そ
見
え
る
楽
し
み
、
沿
道

か
ら
応
援
す
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
楽
し
み

が
今
年
も「
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
」に
は
あ

り
ま
し
た
。

走るからこそ見える景色がある
第29回 花としじみの里おおとうマラソン

Big Sisters OTO 姫
　大任町商工会女性部は、平成29年8
月に「Big Sisters OTO姫」を結成。スコッ
プ三味線を使った踊りや歌を町内外で
のイベントなどで披露し、町の知名度
アップに大きく貢献しています。

大任町商工会女性部
　毎年、「おおとうマラソン」「しじみ祭り」
などのイベントの際に、しじみ汁を無料で
配布しています。また、そのほかにも町の
花木である椿を利用した「ツバキ油」や国内
産しじみを活用した「大ちゃん味噌汁」など
を商品化し、町の魅力をPRしています。

大任小学校６年生選手宣誓
　開会式では大任小学校６年生の平本美羽さん、東
田和士さん、早川湊太さんの３人がステージ上で力
強く選手宣誓を行いました。

ワクワク大抽選会
　子どもから大人までが楽しめる

「ワクワク大抽選会」。１等は大人も
喜ぶJTB５万円分の旅行券、２等、
３等は子どもに大人気のゲーム機な
どの豪華景品が並びました。

花いっぱい運動
　毎年、町では美しいまちづくりの
一環として、豊かな自然を生かして

「花いっぱい運動」を推進している団
体を表彰しています。今年は「椿会」
が表彰され、浦野幸治副町長から表
彰状を受け取りました。
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期待と不安を胸に

新１年生入学
今任小学校１年１組
男子　10 人 女子　６人
担任　溝口 なな美 先生

　

期
待
と
不
安
を
胸
に
、
大
任
中
学
校
で
４

月
10
日
に
、
今
任
小
学
校
・
大
任
小
学
校
で
４

月
11
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
大
任
中
学
校
45
人
、
今
任
小
学
校
16
人
、

大
任
小
学
校
37
人
の
新
１
年
生
が
入
学
。
中

学
校
の
入
学
式
で
は
、
３
年
間
を
過
ご
す
制

服
に
袖
を
通
し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら

も
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
中
学
１
年
生
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
校
長

先
生
や
来
賓
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
返
す
新
１
年
生
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
の
中
で
、
新

入
生
た
ち
は
友
達
と
の
友
情
を
深
め
、
多
く

の
こ
と
を
経
験
し
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大任小学校１年１組
男子　９人 女子　10 人
担任　髙

た か

瀨
せ

 晶子 先生

大任小学校１年２組
男子　８人 女子　10 人
担任　山本 晴香 先生

大任中学校１年１組
男子　13 人 女子　10 人
担任　園山 勝 先生

大任中学校１年２組
男子　11 人 女子　11 人
担任　工藤 哲平 先生

　平成 30 年 12 月 26 日の西日本新聞にも取り上げられた町
の「幼児教育・保育の無償化」の政策は県内だけでなく県外から
も高く評価されていて、称賛する内容の投稿が神奈川県横浜市
の方から西日本新聞に寄せられました。その投稿は「新聞記事
を読んでこの政策を知った。道の駅の収益が町の人々へ還元さ
れる。これは画期的な富の循環ではないか。サービスを提供し
てお金を稼ぐという大任町のやり方はすばらしいと思う」とい
う内容で、平成 31年１月17 日の朝刊に掲載されました。今
後も町では、知恵を絞り、新たな施策を実施していく予定です。

県外からも高い評価を受けた町の政策
西日本新聞の記事に「幼児教育・保育の無償化」を称える声

▼大任町が先駆けとなり、県内では田川市と赤村も実施しています

　田川ホークスは、これまで練習や試合などでチームの活動
を支えてくれていた大任町への恩返しとして、４月に町内小
中学校に計 16 万円を寄付しました。田川ホークスは青少年
健全育成を目的に野球以外にも部員と保護者が一緒になって
大任球場周辺の清掃活動や町主催の花植えボランティアへの
参加など、町の環境美化活動にも大きく貢献してきました。
　この寄付金は、こういったチーム活動の意志を汲

く
んだかた

ちで町内児童・生徒の健全育成に役立てられます。

青少年健全育成への思いをつなぐ
田川ホークスが町内の小中学校に寄付金を贈呈

▲部員たちは感謝の気持ちを忘れず、何事も真剣に取り組んでいました

　３月 21 日、田川青少年文化ホールで「田川
民俗芸能祭」「田川古代史フォーラム ～邪馬台
国は福岡にあった 通説への挑戦～」「ぐるっと
田川グルメ大熱戦」が開催されました。田川民
俗芸能祭では大任町から「おおとう音頭保存
会」が出演し、見事な踊りを披露しました。ま
た、田川古代史フォーラムでは、近隣の赤村
で発見された「赤村前方後円型地形」などにつ
いて専門家の先生たちが講演しました。そし
て、田川グルメ大熱戦では、町内から㈱おお
とうニンニク食品をはじめとする６店舗が自
慢の商品を販売しました。

田川に息づく伝承の舞
第４回田川民俗芸能祭

▲大任町を代表してステージに上がったおおとう音頭保存会は、一体感のある踊りを披露しました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000
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大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　おおとう観光農園で栽培を行っているマンゴー
を、5月初旬から下旬にかけて道の駅おおとう桜
街道で販売する予定です。また、ふるさと納税で
も返礼品として選ぶことができます。農園の職員
が愛情を込めて栽培しているマンゴーは、糖度が
高く甘いと大好評。昨年を上回る出来栄えとなっ
ていますので、ぜひ、お試しください。
問産業経済課　☎63・3001

　５月初旬から大任町産桜マンゴーの出荷を開始する予定です

町
税
の
納
期
限
内
納
付
の
お
願
い

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税 令和元年
７月１日

令和元年
９月２日

令和元年
10月31日

令和２年
１月31日

固定資産税 令和元年
５月31日

令和元年
９月２日

令和元年
10月31日

令和元年
12月25日

軽自動車税 令和元年
５月31日 ー ー ー

町税
納期

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
）は
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
財
源

で
す
。
こ
の
町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
税
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
督
促
状

を
送
付
し
納
税
を
促
す
ほ
か
、
そ
れ
で
も

納
税
に
応
じ
な
い
場
合
は
給
与
、
預
貯
金
、

動
産
、不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
も
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
滞
納
整
理

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
費
用
も
皆
さ
ん
の
税
金
か
ら
支
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
税
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
元
年
の
各
町
税
の
納
期
限
は
下

表
の
と
お
り
で
す

問
税
務
課　
☎
63
・
３
０
０
２

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
も
加
入
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
場
合
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

・
対
象
者
お
よ
び
条
件

　
対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
各
種
学
校（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す

る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
下
記
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

・
承
認
期
間
と
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。
ま

た
、
承
認
を
受
け
た
翌
年
度
も
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
に
基

礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
同
一
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

〈前年の所得基準額〉　118 万円＋（扶養親族などの数× 38 万円）

６

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平

成
31
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
）。

　

初
め
て
申
請
す
る
人
や
ハ
ガ
キ
が
届

か
な
か
っ
た
人
、
在
学
す
る
学
校
な
ど

が
変
わ
っ
た
人
は
、
申
請
の
際
に
学
生

証
の
写
し
や
在
学
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
承

認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
追
納
が

で
き
ま
す
。

※
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
千
４
１
０
円

で
す

問
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

Information
　大任町学校給食センター調理員募集
　大任町では、次のとおり学校給食センター調理員（調理・洗浄）を募集します。
■募集人数　１人（試用期間あり）　※年齢・性別は問いません（ただし健康な人）
■勤務場所　大任町学校給食センター
■給与　時給900円
■勤務時間　８時15分～ 17時（休憩時間を含む）　※勤務時間の相談に応じます
■休日　土日、祝日ほか（学校カレンダーによる）
■待遇　各種保険完備・有給休暇あり（６カ月以上勤務にて）
問教育課 学校教育係　☎63・3110

新元号に読み替えます
改元に伴う被保険者証等について

◉国民健康保険・後期高齢者医療保険
　町が交付してい
る被保険者証・限
度額認定証等の有
効期限を令和元年
７月31日に読み替
え、引き続き利用
してください。
※ 令和元年８月１
日から利用可能と
なる新しい保険証は、７月下旬ごろに郵送
します

◉こども医療証、ひとり親家庭等
医療証、重度障害者医療証
　ひとり親家庭等医療証、重度障害者医
療証についても有効期限を令和元年９
月 30日に読み替え、引き続き利用してく
ださい。
※こども医療証は「令和」表記のものを６月
ごろに送付する予定ですので、届き次第、
差し替えをお願いします
問福祉課 国保年金係　☎63・3004

行政相談委員を紹介
大任町担当の松﨑茂彦さん

　総務大臣から４月１日付けで松﨑茂彦さ
んが、大任町担当の行政相談委員に委嘱
されました。行政相談委員は、地域での皆
さんの身近な相談相手として、行政サービ
スに関する相談を受け付け、相談者への助
言や関係行政機関への通知などを無報酬で
行っています。
　また、毎月第１水曜日に10時から12時
まで役場視聴覚室で行政相談所を開いてい
ます。
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000

神
幸
祭
に
伴
う
バ
ス
の
路
線
変
更

　
田
川
市
川
渡
り
神
幸
祭
の
交
通
規
制

に
伴
い
、
次
の
図
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
乗
降
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
発
時
間
は
伊
田
駅
発
の
時
刻
で
運

歯
科
健
診
を
受
け
よ
う

　

後
期
高

齢
者
医
療

広
域
連
合

で
は
、
後
期

高
齢
者
の

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
を

予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
対
象
者
に
は
５
月
下
旬

に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
者　

昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭

和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
令
和
２
年
12
月
ま
で
に
限
り
、
77
歳

以
上
に
な
る
被
保
険
者
で
も
歯
科
健
診

を
希
望
す
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
昨
年
度
受
診
し
た
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
75
歳
以
下
の
人
は
、

対
象
年
齢（
76
歳
）に
な
っ
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い

※
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入
所
の
人
な
ど

を
除
く

■
受
診
期
間　

令
和
元
年
６
月
～
令
和

元
年
12
月
ま
で（
実
施
医
療
機
関
の
休
日

を
除
く
）

※
必
ず
同
封
し
て
い
る
歯
科
健
診
の
実

施
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い

■
必
要
な
も
の　

受
診
券
、
被
保
険
者

証
、
受
診
料
３
０
０
円

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

行
し
ま
す

■
と
き　

５
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰

■
変
更
点　

伊
田
駅（
変
更
前
）→
無
量

寺
保
育
園
の
横（
変
更
後
）

問
大
任
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
63
・
４
８
２
８

人
権
相
談
所
を
開
設

　
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

工
業
統
計
調
査
を
実
施

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以

上
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１

日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

政
府
の
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
期
間

中
、
統
計
調
査
員
が
調
査
書
類
を
配
布

し
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
企
画
財
政
課 

企
画
係

☎
63
・
３
０
０
０

で
す
。
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
が
、
学
校
で
の
い
じ

め
や
体
罰
、
離
婚
や
相
続
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
５
日
㈬　
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場 

視
聴
覚
室

■
相
談
料　

無
料

問
田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
44
・
１
４
２
６
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歳入は、町税など自主的な収入となる「自主
財源」と、国や県により定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする「依存財源」の
２つに分けられます。この自主財源が多いほど行政
活動の自主性と安定性を確保することができます。

一般会計予算　53億4,724万円

自主財源（20％）

依存財源（80％）

（  ）内は構成比

特別 会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して
経理する会計です。①、②、④は主にみなさんが支

払う保険税や水道代などでまかなわれています。平成28年度
に新設された、③し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特別会計については、引き続き建設工事に取り組んでいきます。

本年度 対前年度増減額

 国民健康保険事業
 特別会計 6億1,438万円 ▲6,805万円

 後期高齢者医療
 特別会計 6,935万円 ±０万円

 し尿処理・じん芥
 処理・埋立処分施設
 建設事業特別会計

79億6,316万円 ４億9,814万円

 水道事業会計 １億8,314万円 2,076万円

特別会計予算　88億3,003万円

①

②

③

④

平成31年度予算総額

141億7,727万円
　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約 2,672 万円減額し、歳出削減に力を入れた当初予算を編成。
特別会計をあわせた予算総額、141億 7,727 万円で平成 31年度のまちづくりに取り組んでいきます。

県支出金
２億 4,941万円

地方交付税
17 億 9,449 万円

地方債
13 億 1,784 万円

国庫支出金
７億 6,911 万円

地方消費税交付金 ・・・7,571 万円
地方譲与税 ・・・3,078 万円
その他 ・・・2,178 万円

町税
４億 1,333 万円

繰入金
４億 687 万円

諸収入
１億 48 万円

使用料及び手数料
１億 1,363 万円

分担金及び負担金
2,304 万円

その他
3,077 万円

歳入

歳出は、使用する目的によって民生費（老
人福祉や子育て支援などに使われるお

金）や公債費（道路や公園、町営住宅などを整備す
るときに借りたお金の返済に使われるお金）、土
木費（道路や町営住宅などの整備や維持管理に使
われるお金）などの各項目に分けられます。
　本年度の主な事業は、幼児教育・保育の無償化
や道の駅子ども広場の拡張整備などの予算を計
上。今後も計画的な経費削減を図りながら「最小
の経費で最大の効果をあげる」より良いまちづく
りに取り組んでいきます。

歳出

公債費
11 億 5,420 万円

民生費
10 億 7,470 万円

土木費
10 億 4,512 万円

農林水産費
６億 4,906 万円

総務費
５億 4,354 万円

教育費
２億 9,056 万円

諸支出金
２億 1,823 万円

衛生費
１億 7,015 万円

消防費 ・・・１億 1,553 万円
議会費 ・・・7,041 万円
その他 ・・・1,574 万円

幸
せ
な
生
活
を

　
　
　
支
え
る
総
合
健
診

国
保
特
定
健
診
の
流
れ

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

必
要
な
検
査
に
な
り
ま
す
。

国保集団特定健診・がん検診の案内
■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

町
内
在
住
で
、
平
成
31
年
４
月

１
日
現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
人
は
、

町
が
実
施
す
る
特
定
健
診（
５
０
０

円
）を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
個
別
健
診

　

個
別
健
診
に
つ
い
て
は
集
団
健
診

後
、
受
診
券
を
自
宅
へ
送
付
し
ま
す

の
で
、
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に

田
川
市
郡
の
医
療
機
関（
一
部
を
除

く
）で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
生
活
保
護
受
給
者

　

町
が
行
う
集
団
健
診
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
は
40
歳
以
上

に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
を
す
る
際

に
は「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」が
必

要
で
す
。

■
全
国
健
康
保
険
加
入
者
の
扶

養
家
族
の
人（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

各
医
療
保
険
者
が
指
定
す
る
健

診
機
関
も
し
く
は
、
町
が
行
う
集
団

健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」と
は
、

75
歳
以
上
の
人
、
一
定
の
障
害
が
あ

る
65
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。
該

当
者
に
は
、
４
月
下
旬
に「
受
診
票
」

と「
案
内
」を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
、
健
診

が
実
施
さ
れ
る
医
療
機
関
に
直
接
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
が
な
い
場
合
は
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

「
が
ん
検
診
」は
加
入
し
て

い
る
保
険
に
関
係
な
く
受
診

で
き
ま
す

　

肺
が
ん
、
胃
が
ん
な
ど
の
検
診

は
、
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
受
診
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
が
ん
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

健診項目 対象者 料金
特定健診 国保加入者  500円
健康検査 後期加入者  500円

肺
が
ん
・
結
核

痰（たん）検査 40歳以上（喫煙指
数が600以上など）  500円

胸部レントゲン
（65 歳以上結核検診） 40歳以上  500円

心不全マーカー（採血） 40歳以上 1,000円
胃がん（バリウム） 50歳以上 1,000円

※２ 胃がん（カメラ） 50歳以上 1,000 円
胃がんリスク検査（採血） 40歳以上 1,000円

大腸がん 40歳以上  500円
前立腺がん（採血） 50歳以上・男性 1,000円

子宮頸がん 20歳以上・女性  500円

子宮頸がん＋ HPV
（ヒトパピローマウィルス） 30 歳以上・女性 1,000円

乳
が
ん

エコー検査 40歳以上・女性 1,000円

マンモグラフィー 40歳以上・女性 1,000円

B 型・C 型肝炎血液検査
※受診は一度限り

40 歳から
５年ごとに無料 1,000円

腹部エコー検査 40歳以上 1,000円
歯科健診 40 歳以上 無料

骨粗しょう症 40 歳以上・女性
5 年ごと 70 歳まで 1,000円

風しん抗体 クーポン券が
届いた方 無料

※１ アミノインデックス 40 歳以上 ２万円

健診・検診一覧表

※ １. 過去にがんと診断された人は受診できません

※ ２. 胃内視鏡胃カメラ検査については、健診機関附属診療所へ
　  受診に行ってください

▼
と
き  

６
月
22
日
土
・
23
日
日

８
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ  

大
任
町
役
場

▼
申
し
込
み

問
住
民
課 

衛
生
係 

☎
63
・
３
０
０
３

５
月
13
日
月
～
31
日
金

地方債（借金）残高
区分 平成 29 年度末 平成 30 年度末（見込）

一般会計 93億9,013万円 89億1,736万円

区分 平成 29 年度末 平成 30 年度末（見込）

一般会計 33億4,554万円 32億9,570万円

基金（貯金）総額

※地方債償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多く、
試算ではこの地方債残高のうち約 65 億円の交付が見込まれています

区分 平成 29 年度末 平成 30 年度末（見込）

し尿処理・じん
芥 処 理・埋 立
処分施設建設
事業特別会計

９億940万円 41億4,860万円
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【 社協だより 】

民生委員

　民生委員・児童委員は、民生委員法と児童福祉法に基づいた地域福祉を担うボランティアです。民生委員は、住民からの生活上の困り
ごとや心配ごとに関する相談に応じ、必要な支援を受けられるよう、地域の専門機関への「つなぎ役」としての役割を担っています。
　児童委員は、子どもや子育てに関する支援を専門に担当し、地域の「子育て応援団」としてさまざまな活動に協力しています。大任町の
民生委員・児童委員は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問大任町社会福祉協議会　☎63・4828

DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ナイトミュージアム  　   　　　　ショーン・ レヴィ  　監督    
● 駅 　       　　　         　　　　降旗 康男 　監督    
●大恐竜時代へ GO!! ２　　　 　　ジョン・ ミラー 　監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●ゴールデン☆ベストシングルコレクション　     西城 秀樹  　　　
●気になる洋楽２　　　　　　  　　 　     　　   オムニバス   　　
●心に響くラブソング　　　　　　  　　 　    オムニバス   　　

一般書
● キンモクセイ　　　　　　　 　　　　 今野 敏   著 
● 大人のにほんご事典　　　　　　　  　齋藤 孝   著 
● ブラタモリ　　         　　　　　  　郡司 聡   発
児童書
●おやこであそぼ あかまるいくつ？ 　  しみず だいすけ    作
●金栗四三 日本人初のオリンピック選手   佐野 慎輔    文
●それしかないわけないでしょう          ヨシタケ シンスケ    著

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

５月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

担当地区 氏名（敬称略）

福田、大峰 佐伯 和雄（福田）

灰ノ木、上元松、下元松、安高 嶋田 健二（下元松）

根床、西白土 数山 郁江（根床）

安永、小峰、熊本、幸神町 三宅 力（幸神町）

島台、秋永、さくら団地 杉原 京子（島台）

小林、東伊原、下伊原 毛利 義春（小林）

森山 岩下 文生（森山）

峰 鈴木 顯範（峰） 

上今任、向田、狐塚 宇佐見 淑子（上今任）

成光、成光町住、
東白土、東白土団地 植田 照信（成光）

　

町
で
は
効
率
的
な
事
務
事
業
の
執
行
を

図
る
た
め
、
町
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
前
職
。

※
敬
称
略

異
動
・
昇
格
・
再
任
用【
４
月
１
日
付
】

■
課
長
級

▼
総
務
企
画
財
政
課
長 

兼 

税
務
課
長

鈴
木 

学（
総
務
企
画
財
政
課
長
） 

▼
住
民
課
長 

兼 

福
祉
課
長

杉
原 

博
文（
福
祉
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
長

楠
木 

英
二（
福
祉
課
副
課
長
）

■
副
課
長
級

▼
税
務
課 

兼 

住
民
課
副
課
長

安
武 

友
也（
税
務
課
課
長
補
佐
）

■
課
長
補
佐
級

▼
水
道
課
課
長
補
佐 

兼 

係
長

岩
本 

典
久（
産
業
経
済
課
係
長
）

▼
教
育
課
課
長
補
佐

浦
野 

義
信（
水
道
課
係
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
課
長
補
佐 

兼 

総
務
係
長

山
﨑 

輝
開（
総
務
企
画
財
政
課
総
務
係
長
）

電算係として役場内のシステムサーバーに
関する業務を担当しています。総務課の業
務は多岐に渡りますが、何事も一つずつ確
実に自分のものにできるよう、一生懸命取り
組んでいきますので、よろしくお願いします。

総務企画財政課

福田 孝広（福岡市）

　  規採用職員紹介新

人事異動

福祉課

宮野 結（大任町 皿山）

産業経済課

大井 恭平（福智町）

４月１日付で３人の職員が新規採用となりましたので紹介します new face

問総務企画財政課 総務係　
☎ 63・3000

■
係
長
級

▼
税
務
課
係
長

米
丸 

洋
和（
税
務
課
賦
課
係
長
）

▼
島
台
隣
保
館
館
長 

兼 

福
祉
課

西
藤 

宏
輔（
福
祉
課
）

■
主
査
・
主
事

▼
総
務
企
画
財
政
課 

主
査

志
満 

紀
郎（
教
育
課 

主
査
）

▼
議
会
事
務
局

松
本 

幸
子（
税
務
課
）

▼
教
育
課

宮
本 

康
生（
事
業
課
）

▼
事
業
課

溜
渕 
裕
介（
教
育
課
）

▼
税
務
課

山
下 

広
太
郎（
総
務
企
画
財
政
課
）

▼
総
務
企
画
財
政
課

樋
口 

莉
紗（
総
務
企
画
財
政
課 

兼 

議
会

事
務
局
）

▼
総
務
企
画
財
政
課

山
﨑 

寛
子（
税
務
課
）

■
再
任
用

▼
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
田
川
・
桂
川

支
部
事
務
長　
奥
田 

圭
子

▼
大
任
町
会
計
管
理
者　
桑
野 

敏
朗

▼
大
任
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
　

田
丸 

広
一

▼
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
所
長

内
田 

宏
志

■
退
職
者
【
３
月
31
日
付
】

▼
田
丸 

広
一（
住
民
課
長 

兼 

税
務
課
長
）

▼
鈴
木 

康
裕（
議
会
事
務
局
長
）

▼
内
田 

宏
志（
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
所
長
）

主に後期高齢者医療制度や国民年金に関す
る業務を担当しています。年金や保険の制
度、手続きなど、覚えることが多くあり、と
ても勉強になっています。生まれ育った大任
町に恩返しするつもりで精一杯頑張ります。

主に国土調査に関する業務を担当していま
す。まだ、右も左も分からない状況ですが、
これから一生懸命業務に励み、一日でも早く
町民の皆様のお役に立てるよう頑張っていき
たいと思いますので、よろしくお願いします。

　

大
任
小
学
校
、
今
任
小
学
校
、
大
任
中
学
校
に

新
た
に
先
生
た
ち
が
着
任
し
ま
し
た
。
新
た
に
着
任

し
た
先
生
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
前
学
校
。

※
敬
称
略

●
大
任
小
学
校

▼
中
山 

茂 

教
頭
先
生（
今
任
小
学
校
）

▼
中
村 

賢
代 

先
生（
市
場
小
学
校
）

▼
林 

健
二 

先
生（
川
崎
小
学
校
）

▼
博
田 

裕
大 

先
生（
新
規
採
用
）

●
今
任
小
学
校

▼
長
尾 

公
仁 

教
頭
先
生（
大
任
小
学
校
）

▼
桒
野 

美
佳 

先
生（
大
任
小
学
校
）

●
大
任
中
学
校

▼
長
﨑 

克
吉 

教
頭
先
生（
大
任
中
学
校
主
幹
教
諭
）

▼
金
高 

美
幸 

先
生（
添
田
中
学
校
）

▼
工
藤 

哲
平 

先
生（
赤
中
学
校
）

▼
橋
詰 

智
也 

先
生（
桂
川
中
学
校
）

▼
川
村 

健
太 

先
生（
新
規
採
用
）

着任式

問教育課 学校教育係　
☎ 63・3110

柿原、柿原団地、
梅田、たかみねの里 渡邉 千春（柿原）

桑原、下今任、日豊
マイハート、つばき団地 山本 和彦（桑原）

池本、上峰 大場 涼子（池本）

道善 田丸 明光（道善）

皿山、富士見ヶ丘、グッドライフ 長原 憲博（富士見ヶ丘）

玉川、不動 川添 日出志（玉川）

児童委員
担当地区 氏名（敬称略）

大任町内全域 永原 仁美（安永）

大任町内全域 上野 清子（安永）
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   ９ 件 （27 件）
●人身事故   １ 件 （４件）
●死亡者数   ０ 件 （０件）
●負傷者数   １ 件 （６件）

（　）内は平成 31 年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 29 昭和の日 30 国民の休日 1 天皇即位の日 ２ 国民の休日 ３ 憲法記念日 ４ みどりの日
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９ 10 11
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

大任小・今任小
歓迎遠足

12 13 14 15 16 17 18
子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 13時30分〜
14時30分】
※要予約

大任中PTA
校内除草作業

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

２カ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅】
※要予約

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

19 20 21 22 23 24 25
花植えボラン
ティア

【レインボーホール 
９時〜】
※詳細は16ページ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

26 27 28 29 30 31 1
大任中体育会

【中学校グラウンド 
９時〜】

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

身体障がい者
巡回相談

【多目的 10時〜】
※要予約

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

チャレンジデー
【町 内 全 域 ０時 〜
午後 9 時】
※詳細は16ページ

固定資産税
第１期納期限
軽自動車税
納期限
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▼商工業で分からないことがあれば、商工会を頼ってください

クローズ・アップ

−大任町・赤村商工会事務局長− vol .151

　４月11日、大任小学校で入学式が行われました。今
年は37人の新１年生が入学。令和最初の１年生になり
ます。新１年生には長く感じる式だったと思いますが、
みんな行儀良く集中して話しを聞いたり、大きな声で返
事をしたりと、最後まで立派な態度ができました。また、
在校生を代表して入学式に参加した６年生は、優しいお
世話や学校紹介の姿で立派な最上級生ぶりを示してくれ
ました。新入生も、上級生の優しく落ち着いた姿に安心
し、大任小学校での生活がとても楽しみになったことだ
と思います。　
　新入生を迎え全校193人、令和の“おおとうっ子”の
スタートです。６年生を中心に、今年も「にっこり挨拶、
はっきり返事」「目を見て聞く、最後まで聞く」「無言清
掃、くつ・いすそろえ」をスローガンに、知・徳・体をグ
ングン伸ばしていく所存です。どうぞ今年度も、ご家庭・
地域の皆様の温かいご理解とご支援・ご協力をよろしく
お願いいたします。
問教育課 学校教育係  ☎63・3110

令和最初の１年生！ 37 人の児童が入学しました！

教 育 信通 大 校学任 小

地域密着型の商工会であるために
二
に の

宮
み や

 達
た つ

夫
お

さん（下今任）

　「地域の小規模企業や中小企業を積極的に支援し、商工
会と企業の距離が近い、地域密着型の商工会でありたいと
思います」と話してくれたのは二宮達夫さん。大任町役場の
職員として、長年にわたり町の発展のために力を尽くし、平
成29年３月に退職。その後は、田川法人会で専務理事を務め、
今年４月から大任町・赤村商工会事務局長に就任しました。
　二宮さんに商工会事務局長としての意気込みをたずねる
と「両商工会ともにしっかりとしたベースができているので、
事務局長としての業務に集中して取り組めています。しかし、
商工会と行政の業務には違いがあることから、商工会の業
務に関しては知識が浅い部分があります。これから足りない
部分ではしっかりと知識をつけ、行政時代に学んだ税金や
保険に関する部分では自分のもっている知識をしっかりと発
揮し、少しでも多くの人の役に立てればと思っています。今
後もみんなで協力して大任町・赤村の中小企業のさらなる発
展および会員数増加につなげたいです」と話してくれました。
　近年、大任町商工会では女性部が「Big Sisters OTO姫」
を結成し、青年部は新たな顔ぶれで活動を再開させるなど、
自主的な活動を通じて活動の輪を広げています。また、赤
村商工会においても、夏祭りを開催するなど、村全体の発
展につながる取り組みを実施しています。
　最後に二宮さんは「とにかく距離を大切にしたいと思い
ます。距離が縮まれば、今まで見えていなかった部分が
見えるようになる。しっかりとつなぐという役割を果たし、
お互いに良い関係を築いていきたいと思います」と話して
くれました。

　６月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは５月17日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

13日月
おおとう未来塾

小学生開講

ち ゃ ん ３歳
Ｈ28年５月12日生まれ

上今任・女の子

▲手を挙げて大きな声で「はい！」 ▲６年生、立派な学校紹介でした
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おおとう
　　議会報告

2019

３
輝きに満ちた町を目指して

議会本会議 平成 31 年３月定例会が３
月７日から 13 日までの７日間
の日程で開会されましたので、
その審議内容と結果をご報告
いたします。

７日開会（審議経過）

記

　３月　７日　  議会本会議 （出席者 10 名、欠員１名）
　３月　11日　 総務常任委員会 （大任町長期継続契約を締結することができる契約を定める条
　　　　　　　 例の制定について等の審査）
　３月　12 日　 地域振興常任委員会 （大任町手話言語条例の制定について等の審査）
　３月　13 日　 議会本会議 （出席 10 名、欠員１名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
４
番
、松
下
太
君
及
び
５
番
、

佐
々
木
次
男
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
７
日
か

ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
今
回
、
陳
情
書
の
提
出
が
１
件

あ
り
ま
す
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の

意
向
の
と
お
り
、
各
議
員
に
配
布
す

る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
18
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
第
４
回
理
事
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
副
会
長
の
選
任
、

定
期
総
会
の
開
催
及
び
運
営
に
つ
い

（平成 31 年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,686 人  （－１）   768 人 （－２） 2,454 人  （－３）

女 1,674 人 （－ 13） 1,146 人 （＋８） 2,820 人  （－５）

計 3,360 人 （－ 14） 1,914 人 （＋６） 5,274 人  （－８）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,546 世帯（±０） 

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
夜
桜
を
見
よ
う
と
古
墳
公
園
に
花

見
に
行
き
ま
し
た
。し
か
し
、４
月
中
旬
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
桜
は
散
り
か
け
。
そ
れ
で

も
目
の
前
に
広
が
る
池
と
舞
い
散
る
桜
が

春
の
景
観
を
作
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
嬉
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が・・・

。
そ
れ

は
、
お
弁
当
屋
さ
ん
か
ら
の
唐
揚
げ
の
サ
ー

ビ
ス
。
お
弁
当
３
つ
に
加
え
、
唐
揚
げ
と
た

こ
焼
き
と
い
っ
た
贅
沢
な
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ

な
が
ら
、
春
の
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

▼
先
日
、
高
校
時
代
の
友
人
た
ち
が
大
学

を
卒
業
し
、
就
職
す
る
と
い
う
こ
と
で
就

職
祝
い
を
兼
ね
て
飲
み
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
が
、
一
年
の
早
さ
。
そ
し

て
自
分
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
の
な
さ
で
す
。
そ

の
原
因
は
、
過
剰
な
食
欲
に
よ
る
体
重
の

増
加
と
不
思
議
な
安
心
感
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
決
心
し
ま
し
た
。
連
休
明
け

か
ら
自
分
磨
き
始
め
ま
す
。（
勇
輝
）

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）

●糸田祇園山笠
■内容　300年以上続く伝統行事で、高さ最大９メー
トル、重さ２トン以上にもなる豪華絢爛な飾り山笠を
担ぎ、町内を練り歩きます。
■とき　５月11日土～ 12日日　
■ところ　フェスティバルパーク（糸田町）
※山笠は、土日ともに19時ごろ、フェスティバルパー

クに集まります

問糸田町役場 地域振興課　
☎26・4025

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
中
央
公
園
付
近
に

咲
き
誇
っ
た
満
開
の
桜
と
色
と
り
ど
り

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
す
。

　
桜
の
代
表
的
な
品
種
の
一
つ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
町
内
の
各
所
を
桜
色
に
染
め
、

町
民
が
主
役
と
な
っ
て
植
え
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
が
育
ち
花
を
咲
か
せ
、

見
事
な
景
観
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　５月 29 日、町内全域を対象とした住民参加型スポーツイベント「チャレ
ンジデー」を開催します。今年は３回目の挑戦となり、前回の参加率 45％
を上回る 50％超えを目指して取り組んでいます。皆さん、参加への協力を
お願いします。
■とき　５月 29 日水　午前０時～午後９時
■ところ　町内であれば自宅や学校など場所を問わない　
■対象者　チャレンジデー当日に実施自治体にいるすべての人が参加可能

（住民以外にその地域で働く人、通学する人など）　※年齢・性別は問わない
■対戦相手　北海道  剣

け ん

淵
ぶ ち

町（人口 3,133 人）
■参加方法　運動やスポーツイベントなどをした人は、大任町チャレンジ
デー実行委員会本部に報告してください　※報告は１人１回限り　
問大任町チャレンジデー実行委員会（事務局 教育課）　☎ 63・3110

健康長寿とスポーツを通じたコミュニティづくり
住民参加型スポーツイベント大任町チャレンジデー 2019

5/29
水

開催

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●赤坂・白鬚神社神幸祭
■内容　合戦絵巻を表した華麗で勇壮な山笠が囃子
とともに、町内を練り歩きます。白鬚神社では神事の
厳かな雰囲気を高める獅子舞や稚児舞も見どころのひ
とつです。
■とき　５月２日木・５日日　
■ところ　赤坂・白鬚神社（福智町）
問福智町役場 まちづくり総合政策課　
☎22・7766

　５月19 日、レインボーホールを会場に毎年恒例の花植
えを行いますので、町民の皆さんのご参加をお願いします。
■とき　５月19 日日　午前９時～（２時間程度を予定） ※小雨決行
※延期の場合は５月 25 日土の午前９時から実施します
■ところ　レインボーホール　
■作業内容　チューリップの球根抜き、ポーチュラカとマリーゴールドの植
え付け
※抜いた球根は花植え作業終了後に持ち帰りください
※当日は軍手や道具を持参し、作業しやすい服装で参加ください
問レインボーホール　☎ 63・4832

花いっぱいの町をみんなの手で
花植えボランティア

5/19
日

開催
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○
平
成
30
年
12
月
26
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
空
席
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
組
合
議
会
議
長
の
選
挙
を
代
表
選

考
委
員
の
指
名
推
薦
で
行
わ
れ
、
わ

た
く
し
田
中
が
議
長
に
当
選
い
た
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
組
合
議
会
副
議
長
の
選
挙

を
指
名
推
薦
で
行
い
、
添
田
町
の
畠

田
議
長
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
組
合
長
よ
り
、
し
尿
処
理
・

じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分
施
設
に
関
す

る
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
４
号
、
田
川
郡
東

部
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に

伴
う
も
の
で
あ
り
、
異
議
な
く
可
決

致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
５
号
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
４
百
35
万
６
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
８
千
８
百
17
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

て
、外
４
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

○
１
月
24
日
か
ら
25
日「
田
川
郡
町

村
議
会
議
長
会
行
政
視
察
」。

　
そ
の
内
容
は
、
久
留
米
市
宮
の
陣

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
県
佐
賀

清
掃
工
場
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
宮
の
陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
、
焼
却
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル

棟
で
構
成
さ
れ
、
発
電
設
備
も
備
え

た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
交
流
プ
ラ
ザ
を
併
設

し
て
お
り
、
環
境
学
習
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
ま
し
た
。

○
２
月
18
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
平
成

30
年
度
会
務
報
告
外
５
件
の
協
議

事
項
を
審
議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
３
月
定
例
会
に
向
け
て
の
議
会
運

営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て

は
、
３
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の

７
日
間
と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し

ま
し
た
。

　

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
１

号「
大
任
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」か
ら
諮

問
第
１
号「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」ま
で
の
22
議
案
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、
議

案
第
６
号
か
ら
議
案
第
９
号
の「
財

産
の
取
得
に
つ
い
て
」、
同
意
第
1

号
の「
大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」、
諮
問

第
１
号
の「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
括
議
題

と
し
て
、
本
日
の
会
議
で
採
決
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
今
回
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
陳
情

書
の
提
出
が
１
件
あ
り
ま
し
た
が
、

各
議
員
へ
配
布
す
る
こ
と
に
致
し

ま
し
た
。

　
今
回
、
一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
平
成
28
年
５
月
に
国
会
で
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成

29
年
度
に
は
環
境
省
よ
り
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
関
連
の
事
業
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
、

平
成
28
年
か
ら
、
荒
廃
森
林
再
生
に

伴
う
間
伐
材
等
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
導
入
や
、
雇
用
の
創
出

と
税
収
増
が
期
待
さ
れ
る
発
電
企
業

の
誘
致
な
ど
を
当
委
員
会
で
協
議
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
２
月
に
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
に
向
け
た
計
画
を

策
定
し
て
い
る
長
崎
県
平
戸
市
に
当

委
員
会
が
出
向
き
、
事
業
導
入
の
課

題
等
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
30
年
６
月
に
は
、
余
剰
電

力
の
売
電
に
つ
い
て
九
州
電
力
株
式

会
社
に
文
書
に
て
事
前
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
現
在
、
変
電
所
へ
の
回
線
容

量
が
超
過
し
て
い
る
た
め
、
回
線
の

新
設
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
工

事
の
期
間
が
長
期
化
か
つ
工
事
負
担

金
が
高
額
に
な
る
と
の
回
答
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
省

の
補
助
事
業
の
整
理
、
発
電
企
業
の

誘
致
方
法
、
九
州
電
力
と
の
売
電
に

係
る
工
事
の
期
間
や
金
額
の
調
整
等

を
進
め
な
が
ら
、
当
委
員
会
で
本
町

に
と
っ
て
最
善
の
企
業
誘
致
計
画
を

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
２
月
27
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
31
年
第
１
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
、

田
川
地
区
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
人
事

院
勧
告
に
伴
い
職
員
の
給
与
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
り
、
異
議
な
く
可
決

致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号
、
平
成
30
年

度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
百
94
万
２
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

20
億
２
千
９
百
20
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
異
議
な
く
、
可
決
致

し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号
、
平
成
31
年

度
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

22
億
６
千
８
百
４
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
、
異
議
な
く
、
可
決
致
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
議
案
第
４
号
、第
２
号

副
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て
、
福
智

町
の
犬
丸
瑞
穂
氏
を
再
度
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
次
谷
隆
澄
）

○
２
月
12
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
31
年
第
１
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　
会
議
の
内
容
は
、
平
成
30
年
度
経

過
月
分
の
出
納
検
査
報
告
に
つ
い
て
。

　

次
に
、
議
案
第
１
号
、
専
決
処
分

の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
。

　
そ
の
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

う
、
当
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
２
号
、
田
川
地
区

斎
場
組
合
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
そ
の
内
容
は
、
地
方
公
務
員
の
定

年
退
職
の
際
、
雇
用
と
年
金
の
接
続

を
確
実
に
す
る
た
め
、
本
組
合
職
員

の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
３
号
、
田
川
地
区

斎
場
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
は
、
再
任
用
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
再
任
用
職
員
に
関
す
る
給
与

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致

し
ま
し
た
。　

　

次
に
、
議
案
第
４
号
、
田
川
地

区
斎
場
組
合
職
員
の
勤
務
条
件
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
再
任

用
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
再
任
用

職
員
に
関
す
る
勤
務
時
間
等
の
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
５
号
、
平
成
30
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
千
３
百
46
万
円
と

す
る
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
６
号
、
平
成
31
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
76
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　

   （
田
中
良
幸
）

　
次
に
、
認
定
第
１
号
、
平
成
29
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
25

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び
資
格

基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
変
更

及
び
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

成
31
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
９
～
日
程
第
12

・
議
案
第
６
号
～
議
案
第
９
号　

財

産
の
取
得
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
24

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
25

・
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
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総務常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
自
治
法
及
び
地

方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
10
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
31
年
3
月
31
日
限

り
、ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設
組
合
、

飯
塚
市
・
桂
川
町
衛
生
施
設
組
合
、

浮
羽
老
人
ホ
ー
ム
組
合
及
び
東
山
老

人
ホ
ー
ム
組
合
が
解
散
に
よ
り
福
岡

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
か
ら

脱
退
し
、
ま
た
、
平
成
31
年
4
月
1

日
か
ら
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
が
、
新
規
設
置
に
よ
り
福

岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に

加
入
す
る
為
、
福
岡
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
11
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
億
４
万
３
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

59
億
９
千
１
百
10
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
16
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

53
億
４
千
７
百
23
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

福
岡
県
知
事

選
挙（
選
挙
期
日 

平
成
31
年
4
月
7

日
、告
示
日 

平
成
31
年
3
月
21
日
）、

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
選
挙

期
日 

平
成
31
年
4
月
7
日
、
告
示

日 
平
成
31
年
3
月
29
日
）に
つ
い
て

の
報
告
。
大
任
町
議
会
議
員
一
般
選

挙（
選
挙
期
日 

平
成
31
年
４
月
21

日
、
告
示
日 
平
成
31
年
４
月
16
日
）

に
つ
い
て
の
報
告
。
第
29
回
花
と
し

じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
・
花

い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い

て
の
報
告
。
令
和
２
年
田
川
地
区
消

防
団
合
同
出
初
式
の
報
告
。

※
教
育
課　

小
中
学
校
の
卒
業
式
、

入
学
式
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
つ
い

て
の
報
告
。

「
当
委
員
会
で
の
質
疑
等
」

○
宮
本
委
員　

12
月
議
会
に
お
い

て
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
利
用

人
数
が
多
い
た
め
、
放
課
後
に
お
い

て
は
未
来
塾
と
体
育
館
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
行
き
ま
す
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
具
体
的
な
案
が
あ
り

ま
す
か
。

○
教
育
課
長　

未
来
塾
利
用
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
入
塾
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
体

育
館
利
用
に
つ
い
て
は
グ
ル
ー
プ
分

け
を
し
、
体
育
館
で
運
動
を
さ
せ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

面
積
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
際

今
任
小
学
校
が
来
年
度
定
員
オ
ー

バ
ー
と
な
り
そ
う
で
す
の
で
、
図
書

室
を
開
放
し
利
用
す
る
等
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

他
の
町
村（
福
智

町
）の
現
場
を
見
た
の
で
す
が
、
４

月
の
入
学
に
合
わ
せ
、
新
た
な
施
設

を
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
し

て
い
ま
し
た
。
大
任
小
学
校
の
新
１

年
生
の
利
用
予
定
者
の
人
数
は
把
握

し
て
い
ま
す
か
。

○
教
育
課
長　

来
年
度
新
１
年
生

に
な
る
人
数
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

者
は
大
任
小
18
名
、
今
任
小
６
名
で

す
。
２
月
中
に
申
込
み
の
あ
っ
た
全

体
の
人
数
は
、
大
任
小
が
70
名
、
今

任
小
が
25
名
で
す
。

○
宮
本
委
員　

今
現
在
が
70
名
で

す
ね
。
入
学
式
以
降
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
申
込
み
に
来
た
人
の
受
付

け
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

３
月
以
降
も
申
込

が
あ
れ
ば
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

手
続
き
上
、
す
ぐ
に
入
所
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
こ
と

を
保
護
者
に
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

両
親
が
共
働
き
な

ど
で
、
保
育
所
に
通
っ
て
い
た
人
は
、

小
学
校
に
上
が
っ
て
く
る
と
、
当
然

学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
と
い
う
希

望
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
考

え
る
と
、少
し
動
き
が
遅
い
の
で
は
。

そ
れ
と
体
育
館
は
冷
暖
房
の
設
備
が

整
っ
て
な
い
と
思
う
が
利
用
す
る
な

ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
具
体

的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

○
教
育
課
長　

宮
本
委
員
が
言
わ

れ
た
よ
う
に
体
育
館
に
は
冷
暖
房
の

設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時

期
ま
で
に
は
、
支
援
員
を
１
人
増
や

し
て
図
書
室
等
の
利
用
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
宮
本
委
員　

申
込
み
が
多
く
、

今
は
無
理
だ
か
ら
利
用
で
き
な
い
と

な
っ
て
も
困
り
ま
す
よ
ね
。
他
の
町

村
で
は
４
月
に
間
に
合
う
よ
う
に
建

物
を
新
た
に
建
て
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
。
大
任
町
も
あ
る
程
度
人
数
を

12
月
の
段
階
で
町
内
保
育
所
調
べ
、

把
握
す
れ
ば
分
か
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
大
任
町
は
、
一
歩
も
二
歩
も

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
の
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
永
原
町
長　

教
育
委
員
会
は
、
次

年
度
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望

す
る
方
に
対
し
て
、
２
月
中
に
申
請

す
る
よ
う
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
２
月
28
日
ま
で
に
申
請
が

な
い
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
は
利
用

し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

後
に
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
す
ぐ
に
は
対
応
出
来
な
い
と
、

担
当
者
が
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
に
上
が
っ
て
く
る

人
は
分
か
る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
中
で
果
た
し
て
学

童
保
育
を
使
う
の
が
何
人
か
と
い
う

の
は
、
申
込
み
が
あ
っ
て
し
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
卒
業
す
る
６
年

生
も
い
る
の
で
、
今
ま
で
い
た
人
が

い
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
当
初
予
算
で
設
計
、
委
託

料
を
上
程
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
両
小
学
校
が

手
狭
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
役
場
の
敷
地
内
に
、
新
し
い

学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
建
て
て
両
小

学
校
か
ら
児
童
を
集
め
て
、
こ
こ
か

ら
未
来
塾
に
も
行
っ
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

保
護
者
が
安
心
し

て
安
全
な
と
こ
ろ
に
預
け
ら
れ
る
と

い
う
学
童
ク
ラ
ブ
を
進
め
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以
上
で

終
わ
り
ま
す
。

○
米
丸
委
員　

テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で

い
じ
め
や
虐
待
や
色
々
耳
に
し
ま
す

が
、
大
任
町
で
は
そ
う
い
う
事
例
は

あ
り
ま
す
か
。

○
教
育
課
長　

毎
月
校
長
会
な
り

教
頭
会
な
り
各
校
と
会
議
を
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
事
例
は
上
が
っ
て
き

て
い
ま
せ
ん
。
児
童
相
談
所
に
相
談

さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
小
田
教
育
長　

児
童
相
談
所
の
方

か
ら
は
、
福
祉
課
へ
連
絡
が
入
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
申
し

あ
げ
ら
れ
る
虐
待
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

○
米
丸
委
員　

十
数
年
前
に
な
り

ま
す
け
ど
、
昔
は
虐
待
が
多
く
あ
っ

て
い
て
、
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
、

私
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
き
て
い
ま
し

た
。
今
は
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
は
保
護
す
る
な
ど
早
い
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
松
下
委
員　

未
就
学
児
は
よ
り

注
意
し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

が
、
他
の
地
域
で
は
、
学
校
で
先
生

に
叩
か
れ
た
と
言
っ
て
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
あ
げ
ら
れ
、
先
生
方
が
委
縮
し

て
指
導
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

○
小
田
教
育
長　

本
当
に
そ
の
と
お

り
で
心
配
し
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

４
月
27
日
か
ら
５

月
６
日
ま
で
の
10
連
休
は
、
ご
み
の

収
集
や
役
場
の
戸
籍
等
窓
口
業
務
は

何
か
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

10
連
休
に
な
っ

た
場
合
、
役
場
の
開
庁
に
つ
い
て
は

他
の
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
た
う
え

で
、
近
々
協
議
を
行
い
、
早
め
に
判

断
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

町
民
が
不
便
を
す

る
よ
う
な
10
連
休
に
な
ら
な
い
よ
う

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
は
、
平
常
通
り
業
務
は
受
け
入

れ
し
ま
す
。
し
尿
処
理
に
関
し
て
も

衛
生
業
者
が
対
応
し
て
支
障
な
い
よ

う
に
平
常
通
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

○
住
民
課
長　

ご
み
の
収
集
に
関
し

ま
し
て
も
、
収
集
業
者
が
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
版
の
カ

レ
ン
ダ
ー
も
各
家
庭
に
区
長
を
通
し

て
配
布
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

基
本
土
日
は
お
休

み
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
分
か
り
ま

し
た
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た

地域振興常任委員会
12 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文
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審
査
内
容

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
障
害
者
基
本
法
第
３
条

に
基
づ
き
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び
資
格

基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
水
道
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
変
更

及
び
廃
止
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
町
道
２
路
線
の
区
域
を

変
更
し
、
２
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
千
７
百
66
万
４
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
億
３
千
５
百
63
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
百
68
万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
６
千
８
百
２
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

28
億
６
千
９
百
26
万
６
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

46
億
６
百
80
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
15
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支
出

そ
れ
ぞ
れ
32
万
６
千
円
を
追
加
し
、

収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
千
５
百
94
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
17
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
億
１
千
４
百
37
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
18
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
９
百
35
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決

・
議
案
第
19
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処

理
・
埋
立
処
分
施
設
建
設
事
業
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
79
億
６
千
３
百
16
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
20
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
給
水
戸
数
２
千
４
百
68

戸
、
年
間
総
給
水
量
70
万
１
千
４
百
32

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収
益
的

収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
８
千
３
百
14
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と
同

じ
で
す
の
で
20
ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い

ま
す
。

て
の
報
告
。

「
当
委
員
会
で
の
質
疑
等
」

○
奥
永
委
員　

１
月
16
日
の
西
日

本
新
聞
に
て
、
大
任
町
が
新
年
度
か

ら
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
か
ら
の

寄
付
金
に
よ
っ
て
増
え
た
町
の
基
金

を
財
源
と
し
、
幼
児
教
育
の
無
償
化

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
大
変
画
期
的

で
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
横
浜
市
の
方

か
ら
の
投
書
が
全
国
版
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小

中
学
校
の
給
食
の
無
償
化
は
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

○
教
育
課
長　

近
隣
の
市
町
村
で

給
食
費
の
無
償
化
を
行
っ
て
い
る
所

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
助
成
し
て
い

る
所
は
あ
り
ま
す
。

○
小
田
教
育
長　

生
保
・
準
保
の

１
４
７
名
に
つ
い
て
は
、
助
成
金
に

よ
り
無
償
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　

ま
ず
子
育
て
対
策

と
い
う
こ
と
で
、
保
育
料
の
無
償
化

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
次
は
、
議
員

が
質
問
さ
れ
た
給
食
費
の
問
題
に
関

し
て
は
、
小
学
校
及
び
保
育
園
等
の

給
食
費
も
含
め
て
財
源
が
許
す
の
で

あ
れ
ば
、
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環

と
し
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
13 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
16

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
11

日
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
４
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
12

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

12
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
長
期
継
続

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び
資
格

基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資

格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

町
道
路
線
の
変
更

及
び
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
31
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

平
成
31
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
16
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
31
年
第
１
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長　

毛
利　

英
文

●
委　

員　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員　

坂
本　

年
行

●
委　

員　

次
谷　

隆
澄

︽
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
︾　

　
議
会
で
は
皆
様
方
の
生

活
に
直
結
す
る
予
算
な
ど

が
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
議
会
審
議

を
傍
聴
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
回
の
定
例
会

は
令
和
元
年
６
月
の
予
定

で
す
。
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No.334

令和元年

大任町子育て支援センターすまいる

■対象：大任町在住の平成 31年１月から３月生まれの赤ちゃんとその保護者

■ところ：大任町大字大行事 3090 番地（レインボーホール内）

■期間：５月 24 日金～６月 28 日金まで（毎週金曜日 全６回）

■時間：13 時 30 分～ 15 時

■参加費：無料

■必要なもの：タオル、バスタオル、ガーゼなど

■お問い合わせ先：大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

ベビーマッサージや手遊び・絵本の
読み聞かせの仕方をみんなと一緒に
楽しく学びませんか？

わかばちゃんDay

　初対面で少し緊張の面持ちで参加したお母さんたちが、ベビーマッサージを通して次第に打ち解
けていき、子育ての喜びや大変さを笑顔で話されています。わかばちゃん Day は、子育てを頑張
るお母さんたちをつなぐそんなきっかけの場です。


